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２０１６年７月１８日

エレ工房さくらい

この度は、電子工作キットをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

当キットには下記の部品が梱包されています。万が一不足品や破損品がござ

いましたら、お手数ですがエレ工房さくらいまでご連絡ください。

・プリント基板（約２×２．５ｃｍ） １枚

・Ｍ３４－２Ｌ（ＬＥＤ点滅用ＩＣ） １個

・ＬＥＤ　直径５ｍｍ砲弾型 １個

・１／６Ｗ抵抗　　０Ω（ジャンパ） （黒） １個

・１／６Ｗ抵抗 ４７Ω （黄紫黒金） １個

　抵抗は１／４Ｗ小型タイプ、または１／８Ｗとさせていただく場合があります

・積層セラミックコンデンサ　５０Ｖ１μＦ（１０５） １個

・単三電池２本用電池ボックス １個

回路図と回路の概要

”Ｍ３４”はＬＥＤを点滅するための専用ＩＣです。小型のトランジスタと同じ３ピ

ンのパッケージの中に、点滅周期を決めるための発振回路やＬＥＤをドライブ

するための回路が収められていますので、電池とＬＥＤを接続するだけで、簡

単にＬＥＤ点滅回路ができます。本キットでは”Ｍ３４”シリーズの中の”Ｍ３４－

２Ｌ”を使用しています。点滅の速度は２Ｈｚ（１秒間に２回）、１周期の中の１／

８の時間だけＩＣの”ＬＥＤ”端子が”Ｌ”レベルとなります。

回路図中の４７Ωは、ＬＥＤへの電流を加減するものです。大きな値とすれば

ＬＥＤは暗くなりますが、電池は長持ちするようになります。

１ μ Ｆは、ＩＣの動作を安定させるためのものです。０．０１ μ Ｆ～１ μ Ｆ程度の

セラミックコンデンサ（または積層セラミックコンデンサ）をＩＣのＶｄｄ－Ｖｓｓ端子

のすぐ近くに取り付けると、動作がより安定します。



部品配置

工作

プリント基板にシルク印刷のある側から各部

品を差し込んで、裏面でランド（銀色の金属

部分）に部品のリード線をはんだ付けして組

み立てます。

※シルク印刷は、１ｍｍ程ずれている場合が

ありますが、ご了承ください。

まずは抵抗をはんだ付けします。抵

抗値（と許容誤差）は、４本の色帯で

表示されています。本キットに使用し

ている許容誤差±５％で４７Ωの場

合「黄紫黒金」です。

抵抗のリード線を、抵抗を取り付ける穴の間

隔に合わせて「コ」の字に曲げます。

所定の位置（Ｒ１のジクザク線のマークの部

分）に差し込んで・・・

裏側の銀色の部分にはんだ付けしてください。

リード線の余った部分は、ニッパで切り取って

ください。（他の部品も同様です）

次に０Ω（ジャンパ）を取り付けます。抵抗と

同じ形をしていますが、真ん中に黒い色帯

が一本あるだけです。抵抗と同じように、基

板にはんだ付けします。

※ジャンパは基板のランド間をショートする

ための部品です。このような部品を使わなく

ても、抵抗などのリード線の切れ端を利用し

てもＯＫです。

※本キットでは他のキットと基板を共用する

ために、ジャンパを使用しています。

次に積層セラミックコンデンサをはんだ付け

します。本キットに使用する１μＦの場合、

容量の表示は「１０５」です。

（１０×１０の５乗ｐＦ＝１μＦ）

基板の所定の位置に差し込んで、裏側で

はんだ付けしてください。向きはどちらでも



良いのですが、基板に「Ｃ１」の文字がある

側に容量表記がある面を取り付けると、後々

確認しやすいです。（このキットではコンデン

サは１本だけですから、あまり関係ないです

ね・・・）

次にＬＥＤを取り付けます。

ＬＥＤには極性があって、アノード側が＋、

カソード側が－でなければ光りません。逆

に取り付けてしまうと、最悪の場合ＬＥＤが

壊れてしまいます。

アノード（長い方のリード線）が４７Ω側になるように取り付けてください。

ＬＥＤ点滅ＩＣ「Ｍ３４－２Ｌ」を取り付けます。Ｉ

Ｃの３つの端子にはそれぞれ役割があって、

間違って取り付けてしまうと動作しないばか

りか、最悪の場合壊れてしまいます。

”Ｖｓｓ”は電源の－側、”Ｖｄｄ”は＋側、”ＬＥ

Ｄ”はＬＥＤへの出力端子です。

本キットでは専用のプリント基板を使用しま

すので、所定の位置に正しい向きではんだ

付けすれば、間違った配線となってしまうこ

とはありません。

ＩＣのリード線を少し横に広げて、右写真の

ように基板に差し込んではんだ付けしてください。

ＩＣのかまぼこ型のパッケージの平らな方が、必ず積層セラミックコンデンサ側

となるようにしてください。

最後に電池ボックスのリード線をはんだ付

けします。

赤い線が＋、黒い線が－です。

ビニールの被覆から出ている銅線部分を

基板の所定の穴に差し込んで、裏側では

んだ付けしてください。

ここで動作確認したいところですが、完成を

急ぐとミスを見逃してしまいます。はんだごての電源を切って一休みして落ち

着いてから、部品の取り付け間違いやはんだ付け不良が無いか？よく確認し

てください。

ＯＫでしたら電池ボックスに新しい単三乾電池２本を入れてみましょう。

ＬＥＤがおよそ１／２秒間隔で点滅すれば、無事に完成です。

もしＬＥＤが点灯したままで点滅しなかったり、消灯したままだったり、あるいはＩ

Ｃが熱を持ってしまうよう

でしたら、すぐに電池を外

して、部品の付け間違い

や向き（特にＬＥＤやＩＣ）

を確認してください。また、

基板の裏でショートしてい

る部分が無いか？も確認

してください。
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